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理事会報告

日時 2016年3月19日［土］ 午後3時～5時30分
場所 本部会議室
出席 理事 26名/31名中　監事 3名/3名中

第10回 理事会

協議承認事項

1号議案　２月度の事業活動報告の件
　　　　　①2月度の事業収支結果
　　　　　②2015年度の組織運営の到達（全国四課題）
　　　　　③自立できる職場づくりの取り組み
　　　　　④署名活動への取り組みの強化のために
　　　　　⑤理事会合宿での2020ビジョンとその具体化に向けて
2号議案　大正「ゆめプラン」に関する件
3号議案　大阪府の検査を受けての改善指示事項
4号議案　春闘要求書への回答について
5号議案　第五回 通常総代会の件

①事業に関する報告
②組織及び運営に関する活動
③就業規則関連
④社会保障・原発・震災支援の取り組み
⑤その他
⑥今後の日程
　常務理事会　4月13日［水］　
　理事会　　　4月16日［土］

拡大常務理事会協議事項報告
①職員確保に向けて
　「2020ビジョンの実現・2025年を見据えた
　法人運営を考えたとき、根幹を左右する課題と認識」
②職員育成に向けて　新たに確立すべき研修を検討する

各報告承認事項

医 療 福 祉
生協の理念 健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。
そのために　地域まるごと健康づくりをすすめます。　地域住民と医療や福祉の専門家が協同します。
　　　　　　多くのひとびとの参加で、地域に協同の“わ”をひろげます。

　この写真は昨年、長女（小１）が肺炎で

住吉市民病院に入院した時のものです。

クリスマス前に咳がひどくなり、西成民主

診療所で受診したら、入院したほうがい

いと言われ、住吉市民病院を紹介して頂きました。入院し

たのは1週間、大晦日に退院しました。子どもが入院とい

うのは初めてで、戸惑いもありましたが、病院のスタッフ

が親切に教えてくれて、何事もなく入院生活をおくれまし

た。今となれば病院に泊まって、仕事場へ行ったのもいい

思い出です。そんな住吉市民病院が、廃止再編されようと

しています。何とか、

地域のために、今の

まま残して頂きたい

です。

今月の
いちまい

050

小児科病棟で

医療費の支払いでお困りの方、一度ご相談ください
大阪きづがわ医療福祉生協の診療所・歯科では医療費の減免、免除ができます ▼詳しくはP7へ

ママ・ちょこ ⑤

今回は…  港区の八幡屋公園 を紹介します。

P4 みんなのひろば今月号のおもな記事 P6

港区随一の大きさを誇る八幡屋公園。緑がいっぱ
いで広い芝生広場もあり、子どもが盛大にこけて
も大丈夫（のはず）。大型遊具（3月10日現在改修
中）や丘から望む景色も八幡屋公園の名物です！

春ですね！あたたかくなってお外遊びが楽しくなる
季節となりました。お外遊びに限った話ではありま
せんが、こどもと接するなかで難しいのが、遊びを
どうきりあげるかです。「もうおしまいね」と、すぐの
提示ではこどもたちは納得しません。そこで一つの
アイデアですが…終わりを提案することです。数が
よめるお子さんには「時計の数字が○○になったら
おしまいだよ」と提案します。他には「時計の長い針
が10になったらおしまいね」などです。あとは、この
おもちゃをいっしょに片付けしておしまいね。とか、
少しでもこどもたちがイメージしやすい言葉をかけ
てあげると納得してくれたりします。いっしょにお
風呂に入ったときにも使えます。大人でも「おしま
い」は難しいもの。大人に余裕が必要ですが…。

第5回 通常総代会
プレ企画

大阪市立 阿倍野区民センター大ホール
2016年6月19日（日）11：00～ 上演時間・約1時間と　き

ところ

申込み受付

人形劇団クラルテ公演
200名に
なり次第
受付終了と
なります。以後の受付は平日10：00～17：00

作品名 絵姿にょうぼう
お嫁さんの姿を絵にかいて畑へ
もっていくことにしたごんべえ。
ところが風が吹いて…日本の民
話を素材に、おおらかな愛を
ユーモアたっぷりに上演します。

作品名 トウモロコシはだれのもの
うさぎさんが、汗を流してやっと育てた
トウモロコシなのに、動物達が次々に
やってきて、トウモロコシをよこせと言
います…コスタリカの民話を色彩豊かな
人形劇にして上演します。

TEL.06-4394-8500

無料
(組合員/家族)

入場料
大人も子どもも楽しめます。
組合員世帯のみ対象です。

（未加入の方はこの機会にご加入ください） 5月7日（土）9：00～17：00
（開場10：30）

※世帯単位で申込み受付 ①代表者名 ②人数 ③電話番号

電話でお申込みください

困難に抗して創り上げてきた組合員による「大阪きづがわ医療福祉生協の事業
利用大運動」を改めて重視し、職員の「医療生協人」としての成長を協同の力を
発揮する源泉としていく。そして事業でも運動でも前進できる法人となろう。

地域住民の協同で、２４時間３６５日の生活を支えます
健康づくりを通じて明るいまちづくりに貢献します
生きがいづくりと支え合い（きずな）を大切にします

大阪きづがわ医療福祉生協は、

Vol.049 8

 現勢 ● 組合員数 29,341人  出資金額 698,119,500円  平均出資金額（1人） 23,793円  支部数 33支部 2016.3.末 現在
〒556-0024 大阪市浪速区塩草2-2-31 なにわ会館3F TEL：06-4394-8500 FAX：06-4394-8505

Vol.050

2016

5
発行責任者
別所 義正

つな
がろう、もっと ひろげよう、もっと

大阪
きづがわ医療福祉生活協同組合



　「友
ち
ゃ
ん
ど
う
思
う
。せ
っ

か
く
お
寺
に
来
て
い
る
の
だ
か

ら
、お
坊
さ
ん
か
ら
説
法
の
ひ

と
つ
も
聞
か
せ
て
ほ
し
い
、と

は
…
」

　「
楽
し
く
て
元
気
の
出
る
話

な
ら
半
時
間
位
で
も
聞
き
た
い

わ
」　「と

こ
ろ
が
、私
も
京
都
と
奈

良
の
お
寺
だ
け
で
も
こ
こ
数
年

間
で
数
百
カ
所
は
お
参
り
し
て

い
る
。し
か
し
実
際
に
私
達
に

説
法
し
て
く
れ
た
の
は
奈
良
の

薬
師
寺
と
こ
こ
だ
け
。後
は
単

な
る
観
光
客
扱
い
」

　「
外
国
の
お
客
さ
ん
も
爆
買

い
だ
け
で
な
く
、寺
社
巡
り
も

せ
っ
せ
と
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。

日
本
の
文
化
に
も
関
心
が
あ
る

と
思
う
」

　「友
ち
ゃ
ん
そ
こ
な
ん
や
。世

界
三
大
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト

教
と
イ
ス
ラ
ム
教
は
、う
ち
こ

そ
本
家
と
争
っ
て
い
る
。し
か

し
仏
教
は
、人
間
に
命
令
す
る

神
の
観
点
は
な
い
。あ
く
ま
で

視
点
は
自
分
の
内
部
に
あ
る
悟

り
へ
の
道
な
ん
だ
。ひ
と
り
ひ

と
り
の
人
間
の
努
力
で
こ
そ
世

界
平
和
が
実
現
で
き
る
と
い

う
、唯
一
合
理
的
な
道
を
寛
容

の
心
で
き
り
ひ
ら
こ
う
と
い
う

の
だ
」

　「
次
郎
ち
ゃ
ん
今
日
は
格
調

高
い
ね
」

　「
私
の
兄
は
敗
戦
の
と
き
少

年
工
と
し
て
大
阪
の
軍
需
工
場

に
い
た
。八
月
十
四
日
、最
後
の

空
襲
で
一
ト
ン
爆
弾
の
猛
爆
を

受
け
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。

そ
の
時
陸
軍
の
最
高
幹
部
ら
だ

け
厚
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
て
造
っ
た
防
空

壕
に
入
っ
た
が
全
員
圧
死
。兄

は
そ
の
時
の
こ
と
を
永
久
に
忘

れ
な
い
と
、こ
と
あ
る
ご
と
に

人
に
話
し
て
い
る
。今
こ
そ
戦

争
の
無
益
さ
を
訴
え
な
け
れ

ば
」　次

郎
と
友
子
は
戦
中
派
最
後

の
世
代
と
し
て
、史
跡
巡
り
に

も
反
戦
の
意
識
が
に
じ
み
出

る
。

第 3 回 日記

次郎と友子の

史「
びっくり     巡り」跡鈴虫の寺は

「下町ロケット」　　後編

Profile がもう 健
1935年 大阪市住吉区生まれ
大阪府議会議員四期（西成区選出）

郷土史家
大阪きづがわ医療福祉生協前理事長

著書「今昔木津川物語」「今昔西成百景」など

　「衣
食
住
」は
暮
ら
し
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
物
で

す
が
、今
の
生
活
に
と
っ

て
移
動
は
必
要
条
件
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　昔
は
買
い
物
を
す
る
に

も
近
所
に
商
店
が
あ
り
、

生
活
圈
も
歩
い
て
済
ん
で

し
ま
う
範
囲
で
し
た
。今

は
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物

や
、生
活
に
は
移
動（
交
通

手
段
を
使
う
）無
く
し
て

暮
ら
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。　交

通
手
段
は
色
々
あ
り

ま
す
が
、公
共
交
通（
鉄
道
、

バ
ス
な
ど
）は
、よ
く
赤
字

だ
か
ら
と
言
わ
れ
て
、廃

止
や
減
便
さ
れ
て
い
ま

す
。多
く
の
人
は「
そ
う
か
、

ガ
マ
ン
を
し
よ
う
か
」と

な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　先
進
工
業
国
で
、公
共

交
通
の
採
算
性
を
問
う
の

は
日
本
だ
け
で
す
。

　赤
字
だ
か
ら
と
利
用

者
は
ガ
マ
ン
を
強
い
ら

れ
る
。私
事
で
す
が
、大

正
に
来
る
た
め
の
バ
ス

が
現
在
、一
時
間
に
一
本

に
な
り
、朝
の
通
勤
に
利

用
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
。　オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地

の
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
で
は
、

65
歳
以
上
は
バ
ス
は
無
料

だ
と
、先
日
旅
行
し
た
人

か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　決
し
て
豊
か
な
国
と

は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
が
、

日
本
・
大
阪
と
は
え
ら
い

違
い
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

地
下
鉄
と
バ
ス
は
大
阪

市
交
通
局
な
の
で
す
。ど

う
し
て
一
体
化
し
て
運

営
し
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。　高

齢
化
社
会
の
今
、基

本
的
に
玄
関
か
ら
玄
関

へ
を
大
き
な
柱
に
し
て

公
共
交
通
問
題
を
皆
で

考
え
、大
阪
市
民
の
交
通

施
策
を
作
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

理
事
長

　別
所 

義
正

赤
字
な
ら
ガ
マ
ン
す
る
し
か
な
い
？

市民のための公共交通施策を
● 必要だから考える、大阪市民の公共交通―

（２）大阪きづがわ医療福祉生協の医療・介護の充実と『いのちの章典』の実践
　　◎選ばれる医療・介護活動をめざし、提供される事業の内容充実に取り組む
　　◎医療と介護を一体的に提供できる『大阪きづがわ医療福祉生協の事業の強み』を活かし、在宅支援
　　　機能を強化し、中重度の対応と在宅での看取りなど最後まで暮らし続けたいとの願いに対応する
　　◎生活支援の強化を図るリハビリ機能を強化する

Ⅰ.組合員による大阪きづがわ医療福祉生協の『事業利用大運動』の具体化で、
　 支部・事業所活動を大きく飛躍させよう！

Ⅱ.なかま（組合員）ふやし、くらしの担い手さがしに挑戦する
（１）支部・職場ごとの年間目標を設定し、総達成をめざす。法人全体の目標は、
　　ⅰ）1,200名の組合員増やしにチャレンジする、（2015年度1,148名）

港エリア ：400名
（2015年度389名）

Ⅲ.平和と憲法を守り、社会保障の充実を求める

Ⅳ.医師・看護師等の職員確保と育成を強化する

西成エリア：400名
（2015年度397名）

大正エリア：400名
（2015年度362名）

Ⅴ.「医・福・食・住」の事業計画を大阪きづがわ医療福祉生協
　 地域包括ケアづくりとして策定する。（2020ビジョン・・５年間）

みんなのゆめに
みんなのゆめに

（１）大阪きづがわ医療福祉生協がめざす『地域包括ケア』事業の具体化に挑戦する
　　ⅰ）各区での事業計画をすすめる

●大正区での事業計画
■千島の地域に全事業所を配置し、医科・歯科・介護の一体連携で住みなれた地域で健康ですみ
続け、『最後まで地域で暮らす』の願いに応える事業を確立する

■旧大正民主診療所を新診療所への送迎拠点と健康づくり地域交流の拠点とする。健康づくり
フィットネス、ふれあいモーニング、サークル活動など地域に役立つ生協事業をすすめる
●港区での事業計画
■グループホーム移転用の土地確保を行い、地域包括ケアをすすめる上での新たな事業課題を
決定していく。そのためのプロジェクトを発足させていく

●浪速区での事業計画
■生協本部の会館１階に『地域交流センターなにわ・晴ればれ』を整備し、総合事業の受け皿づく
りも目指す。本部会館として学習・研修の拠点として活用する

●西成区での事業計画
■201６年度は、新規の事業計画策定をめざす

ⅱ）法人全体ですすめる事業
　 ◎健康づくりを通してまちづくりに貢献する
　 ◎認知症予防・認知症ケア
　 ◎地域包括ケア事業をすすめる推進

（３）まちづくり
　　◎つながりマップ作りをすすめる
　　◎震災支援を継続、災害に強いまちづくりをすすめる
　　◎子供も含めた居場所作り

向かって！

Vol.050 Vol.050 23



　天下茶屋・聖天下支部の恒例の異文化交流、
今回は3月30日（水）に舞洲ごみ処理場見学
ツアーで23日にプレ企画のごみ問題の学習
会を経ての見学でした。参加者は15名、コスモ
スクエアからバスに乗り、ちょっとした小旅行
気分でした。外観は奇抜で遊園地と間違うほ
どのデザインで柔らかい曲線が印象的な建物
です。近辺緑化も合わせてのデザインらしく

建築後15年が経過し、緑が豊富です。ごみ処
理場は大規模で、1000度以上の高温で焼却
するのでダイオキシンなどの有害物質や異臭
も出ない処理施設ということでした。ごみ処
理には莫大な費用がかかりますが、現代生活
では、ごみの発生は避けてとおれませ
ん。分別をきっちりしてリサイクル
できるような心がけが大切だ
という事を再認識したツアー
でした。

　3月31日（木）午後1時半から、新施設「たいしょう生協診療
所」の内覧会が開かれ、50人を越える組合員さん、職員が一階
のフロアを見学しました。床部分が完成しており、平井事務長
から診療所一階のレイアウトの説明を受け、改めて素晴らし
い施設のイメージを膨らませました。ここには、ＣＴ、診察室、
地下にも保管庫が出来るとか、現在、天井には配線が数多く張
り巡っていますが、完成予想を頭に描きながら、皆さん質問を
されていました。今後、天井が出来あがり、各部屋の壁などを
施工しますので、工事中を見学するのは最初で最後になりま
す。入り口には外壁のタイル見本が置かれていて、外観もイ
メージする事ができました。大きく感心が持たれたのは入り口
にあった円形の型枠です。水槽の外枠で、出来上がると海遊
館の生協診療所版が皆様の目を癒してくれることでしょう。

　このほど、浪速区の大阪きづがわ医療福祉生協
本部の一階に「生協会館・地域交流センターなに
わ・晴ればれ」の看板が設置されました。ここで
は、モーニング班会やカラオケ班会・健康体操・お
食事会を開催して組合員さんが楽しいひと時を過
ごしています。さらに地域のたまり場としての地域
交流センターづくりをめざし、組合員さん宅にお

伺いし、ご要望もお聞きしています。４
月６日の訪問では体操・ウオーキング
のご要望があり、新たに、お一人ご加入
されました。ぜひ、みなさんもご要望を
お寄せください。参考にさせて頂きま
す。また、地域交流センターづくりのた
めの出資・増資のご協力もよろしくお
願いします。

　３月26日（土）みなと生協診療所にて、大阪市の事
業である「緊急通報システム事業」の学習会を社保委
員会主催で開催しました。講師は、同事業の委託先
である日本パナユーズの北田さん。デモの機械を用
意してもらい「こんな音です」「こんな応答です」と丁
寧な説明で参加されているみなさんもこれなら利用
しやすい！と納得の感想をいただけました。開催する
きっかけが、昨年末の急な冷え込みによる体調不良
で独居の高齢者の方がお部屋で倒れていて、なんと
か事前に手だ
てはないかと
いう組合員さ
んの声からで
した。
　学習会のあ
とには、みなと
生協診療所主

催で「認知症よりあい所」として認知症に
ついての交流を行い、港区の介護家族会
「かもめ会」から認知症介護を経験された
方のお話をうかがいました。ご自身の経験
のお話はとても新鮮で、貴重なお話に涙さ
れた参加者もいました。認知症予防への取
り組みとして職員の潮田理学療法士から
は「あっ」とする体験が大切なんですよ！と
いうスライドを使ったお話もありました。ま
だまだ交流したい！こんなことも知りたい、
みんなで考えたいという想いがあった交流
会でした。

舞洲ごみ処理場見学ツアー ご
み
分
別
処
理
の
心
が
け
が
大
切
！

看
板
設
置
に
気
分
も
晴
れ
ば
れ
！

手
遅
れ
を
防
ぐ
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

新
施
設
へ
の
期
待
高
ま
る
内
覧
会

円
形
水
槽
の
外
枠

「なにわ・晴ればれ」看板の下でにっこり

職員の方から説明を受ける組合員さん

ごみ処理場見学は勉強になりましたよ！

認知症について交流しました

「こんにちは」と訪問する組合員さん

地域交流センター なにわ・晴ればれの看板設置！

大正区

「たいしょう生協診療所」の内覧会開催

「緊急通報システム事業」学習会と「認知症よりあい所」開催

西成区

港　区

天下茶屋・聖天下支部担当理事
青野 晴美

50人を超える参加者

浪速区　

「緊急通報システム事業」学習会
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どしどし
ご応募
お待ちして
います

正解者の中から抽選で
15名の方に図書カード
（500円）を進呈します。

５月31日

必  着

まちがいさがし

下の絵は上と7ヶ所のまちがいが
あります。どこでしょう？

３月号の
こたえ

３月号の当選者

応募総数62名で
55名が正解でした。

応
募
先
〒556-0024  塩草2-2-31-3Ｆ
大阪きづがわ生協 「みらい」係

郵便番号
は正確に（　　）

医
シリーズ

福 食 住

これが医療福祉生協の魅力

・みなと生協診療所
・ながほり通り診療所
・西成民主診療所

・大正民主診療所
・わかば歯科

医療費の支払いで
お困りの方へ

必要な診療・治療を受けていただくことが何よりも大切です。
「お金がないから」と心配な時はまずご相談ください。
治療後の生活再建もご一緒に考えましょう。

下記にて医療費の減額、免除ができます
無料低額診療事業 実施診療所

 

▍ 

も
う
す
ぐ
春
。孫
が
入
園
、入
学
と
う
れ
し
く
楽
し

み
で
す
。早
い
も
の
で
す
。大
き
く
な
る
の
は
あ
っ
と

い
う
ま

（^_^）
　
　 

　
　
大
正
区
・
あ
い
ち
ゃ
ん
さ
ん

 

▍ 

今
回
の「
ま
ち
が
い
さ
が
し
」は
む
つ
か
し
く
て
、最

後
の
ひ
と
つ
を
な
か
な
か
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。見
つ
け
た
時
は
大
感
激
！
人
工
知
能
と

勝
負
し
た
ら
、ど
ち
ら
が
先
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
と
思
う
ひ
と
時
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
成
区
・
森
崎 

正
明
さ
ん

 

▍ 

手
話
も
言
語
、と
い
う
認
識
を
持
っ
て
貰
う
た
め
に

昨
年
十
二
月
に
市
議
会
で「
手
話
言
語
法
」の
条
例
化

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
手
話
も
社
会
の
中
で
あ

た
り
前
の
言
葉
と
し
て
普
及
し
て
行
く
事
で
し
ょ
う
。

期
待
し
て
い
ま
す
。　 

　
大
正
区
・
ろ
う
あ
老
人
さ
ん

 

▍ 

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
日
は
孫
娘
が

学
校
帰
り
に
寄
り
、明
日
は
三
年
生
の
卒
業
式
や「
私

も
手
伝
い
に
行
く
ね
ん
」と
。束
の
間
だ
っ
た
け
れ
ど

ま
ち
が
い
さ
が
し
を
し
て「
又
来
る
ね
」て
帰
宅
、感

謝
、合
掌
。　
　
　
　
大
正
区
・
三
田
村 

空
美
さ
ん

 

▍ 

今
年
も
、大
正
千
島
公
園
通
り
に
白
い
こ
ぶ
し
の
花

が
咲
き
始
め
た
。19
年
前
の
あ
る
日
、突
然
子
ど
も（
当

時
20
歳
）を
見
送
っ
た
あ
の
日
と
同
じ
風
景
に
、白
い

こ
ぶ
し
の
花
を
見
る
た
び
、当
時
の
事
を
昨
日
の
様
に

思
い
出
す
。　 

　
大
正
区
・
チ
ャ
ミ
ー
グ
リ
ー
ン
さ
ん

 

▍ 

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
現
地
の
写
真
を
み
て
被

害
の
ひ
ど
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。女
の
子
の
写
真
が
可

愛
い
で
す
。桜
の
花
見
に
夫
と
２
人
で
行
く
の
が
楽
し

み
で
す
。　
　
　
　
　
　
西
成
区
・
北 

裕
子
さ
ん

 

▍ 

毎
回
楽
し
く
拝
読
し
て
お
り
ま
す
が
、眼
が
思
う
様

に
見
え
な
く
て
虫
メ
ガ
ネ
を
使
用
す
る
次
第
で
す
。時

間
を
か
け
て
休
み
つ
つ
楽
し
く
挑
戦
し
て
ま
す
。や
っ

と
７
個
見
つ
け
ま
し
た
。や
っ
た
！！
　 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
成
区
・
岡
田 

修
さ
ん

 

▍ 

初
め
て
拝
読
致
し
ま
し
た
。今
後
も
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
西
成
区
・
森
川 

美
智
子
さ
ん

 

▍ 

今
年
も
年
一
回
の
特
定
検
診
を
受
け
ま
す
。コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
数
値
が
気
に
な
り
ま
す
が
…（
基
準
値
ま

で
あ
と
少
し
）　
　
　
　
　
　
港
区
・
マ
マ
り
ん
さ
ん

 

▍ 「
戦
争
法
廃
止
・
2
0
0
0
万
人
統
一
署
名
」の
用
紙

を
頂
き
、早
速
家
族
か
ら
署
名
を
始
め
ま
し
た
。思
う

に
一
人
一
人
の
思
い
・
意
識
こ
そ
が
大
切
で
す
。そ
れ

が
大
き
く
変
革
の
波
を
起
こ
す
の
で
す
。60
年
前
の
ビ

キ
ニ
被
災
、東
京
杉
並
の
一
主
婦
の
方
か
ら
始
ま
っ
た

「
原
水
爆
実
験
禁
止
」の
署
名
運
動
が
瞬
く
間
に
国
内

は
勿
論
国
外
に
も
広
が
り
、大
き
な
力
に
な
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。　
　
　
　
港
区
・
正
木 

ツ
ヤ
さ
ん

 

▍ 

毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
る
、ま
ち
が
い
さ
が
し
が
紙

面
か
ら
消
え
る
と
い
う
事
を
う
わ
さ
で
チ
ラ
ッ
と
耳

に
し
ま
し
た
が
、ぜ
ひ
続
行
す
る
様
に
願
い
ま
す
。　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
港
区
・
板
東 

忠
則
さ
ん

 

▍ 

新
連
載
の「
次
郎
と
友
子
の『
び
っ
く
り
史
跡
巡
り
』

日
記
」大
変
気
に
入
り
ま
し
た
！！
ぶ
ち
ぬ
き
の
一
ペ
ー

ジ
、こ
の
連
載
に
か
け
る
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浪
速
区
・
内
川 

洋
子
さ
ん

 

▍ 

今
回
は
早
々
に
私
が
全
部
見
つ
け
ま
し
た
。（
夫
と

せ
ー
の
で
探
し
て
い
ま
す
）春
に
な
る
と
何
か
新
し
い

こ
と
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。今
年
は
ピ

ア
ノ
と
手
芸
を
頑
張
っ
て
み
よ
う
か
な
ぁ
〜
。　 

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
港
区
・
中
野 

雅
さ
ん

 

▍ 

東
北
の
震
災
か
ら
五
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。五

年
前
に
購
入
し
た
食
品
類（
五
年
間
の
賞
味
期
限
が
あ

る
）の
入
れ
か
え
作
業
を
行
い
ま
し
た
。五
年
前
の
映

像
を
み
る
と
、ふ
る
え
が
起
こ
り
ま
す
。大
阪
で
も
地

震
な
ど
の
災
害
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
港
区
・
匿
名
さ
ん

 

▍ 

最
近
の
ま
ち
が
い
さ
が
し
、む
ず
か
し
く
頑
張
っ
て

さ
が
し
た
時
は
う
れ
し
い
で
す
ね
、毎
回
が
楽
し
み
で

す
。　 

　
　
　
　
　
　
　
港
区
・
川
野 

千
賀
子
さ
ん

 

▍ 

一
月
に
生
協
に
入
っ
て
初
め
て
応
募
し
ま
し
た
。当

た
り
ま
す
よ
う
に
。　
　
　
　
港
区
・
塩
月 

ミ
キ
エ
さ
ん

 

▍ 

こ
れ
か
ら
は
暖
か
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、初
め
て

出
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。当
た
れ
ば
孫
に
絵
本
で
も

渡
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。　 

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
港
区
・
田
中 

一
枝
さ
ん

 

▍ 

久
し
ぶ
り
に
ま
ち
が
い
さ
が
し
に
応
募
し
ま
す
。お

た
よ
り
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
ん
で
読
ん
で
い
ま
す
。私
は

お
た
よ
り
コ
ー
ナ
ー
が
好
き
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
区
・
重 

利
美
さ
ん

 

▍ 

い
つ
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
が
、半
年
ぶ
り
に
発
見
出

来
、う
れ
し
い
で
す
。ぼ
け
防
止
に
百
人
一
首
を
覚
え

た
い
で
す
が
一
首
お
ぼ
え
た
ら
一
首
忘
れ
次
に
中
々

す
す
め
ま
せ
ん
。P
S
が
も
う
健
さ
ん
の「
次
郎
と
友

子『
び
っ
く
り
史
跡
巡
り
』日
記
」た
の
し
み
に
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
講
演
も
開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
。身
近
な

近
区
で
の
事
、と
て
も
興
味
あ
り
ま
す
。　 

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
区
・
杉
本 

知
恵
子
さ

【応募方法】
解答はイラストを切り取って、
ハガキに貼ってお送りください。
＊なおハガキの余白に解答と合
わせて今号の感想やご意見、
近況などもお書き添え下さい。

図書カード当選者は発送をもって
発表に替えさせていただきます。
抽選は毎月第一金曜日に行っています。
見学されたい方は、
ご一報の上、お越しください。

15名

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
し
お
か
ぜ
」

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
し
お
か
ぜ
」

　
港
区
八
幡
屋
に
あ
る「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
し
お
か
ぜ
」に
取
材
に
行
き

ま
し
た
。玄
関
に
入
る
と
、右
手
に

ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
、左
手
に
ソ

フ
ァ
ー
と
テ
レ
ビ
の
あ
る
居
間
、正

面
は
個
室
が
6
部
屋
、浴
室
、ト
イ

レ
、洗
面
所
と
ご
く
ご
く
普
通
の
家

で
し
た
。そ
う
で
す
、こ
こ
は
6
人

の
認
知
症
の
方
と
職
員
が
暮
ら
す

「
家
」で
す
。

　
入
居
で
き
る

の
は
要
支
援
２

か
ら
要
介
護
５

の
方
で
す
。「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム

し
お
か
ぜ
」に
つ

い
て
、管
理
者
の

萩
原
光
代
さ
ん

が
丁
寧
に
説
明

し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
ど
ん
な
一
日
を
過
ご
さ
れ
る
の

か
と
お
聞
き
す
る
と
、朝
食
7
時
・

昼
食
は
正
午
・
お
や
つ

は
午
後
3
時
・
夕
食
6

時
と
時
間
は
決
ま
っ
て

い
ま
す
が
、入
居
者
の

皆
様
の
状
態
に
応
じ

て
、時
間
差
は
あ
り
ま

す
。何
と
い
っ
て
も
好

評
な
の
は
、入
居
者
の

皆
様
と
職
員
が
考
え

る
、昼
食
と
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
で

す
。献
立
表
が
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、そ
の
日

に
何
が
食
べ
た
い
か
、

み
な
さ
ん
で
相
談
し

て
、冷
蔵
庫
の
中
を
み

て
、足
ら
な
い
も
の
を

入
居
者
の
皆
様
と
買
い

物
に
行
き
ま
す
。そ
し

て
、皆
様
と
調
理
、食

事
。人
気
の
メ
ニ
ュ
ー

は
ち
ら
し
寿
司
で
す
。

　「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
し
お
か
ぜ
」

の
さ
ら
な
る
魅
力
は
、同
じ
法
人
の

み
な
と
生
協
診
療
所

の
医
師
の
往
診
と
看

護
師
の
訪
問
看
護
が

あ
り
、医
療
と
し
っ
か

り
連
携
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、と
て
も
安
心

で
す
。ま
た
、理
学
療

法
士
・
言
語
聴
覚
士
と

の
連
携
も
あ
り
、介
助

の
仕
方
・
入
居
者
様
の
食
事
の
姿
勢

や
食
事
携
帯
・
口
腔
ケ
ア
な
ど
専
門

的
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
る
こ
と
も

強
み
で
す
。

　
さ
ら
に
、そ
の
人
ら
し
く
生
き
る

こ
と
の
サ
ポ
ー
ト
も
し

て
い
ま
す
。A
さ
ん
は
、

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
し

お
か
ぜ
」に
入
居
後
、体

調
不
良
に
よ
り
入
院
さ

れ
ま
し
た
。入
院
中
は

一
日
中
、点
滴（
Ｉ
Ｖ

Ｈ
）を
受
け
、ベ
ッ
ド
の

上
で
天
井
だ
け
を
み
つ

め
る
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。入
院

先
の
医
師
か
ら
は
、退
院
後
は
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
医
療
ニ
ー
ズ
が

高
く
無
理
な
の
で
、療
養
型
医
療
施

設
へ
の
転
院
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、ご
家
族
様
の「
連
れ
て
帰

り
た
い
！
」と
い
う
強
い
希
望
と
、

み
な
と
生
協
診
療
所
の
医
師
の「
帰

っ
て
お
い
で
」の
言
葉
を
き
っ
か
け

に
関
係
者
、家
族
と
何
度
も
話
し
合

い
、「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
し
お
か
ぜ
」

に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。入
院

中
は
一
日
中
、行
っ
て
い
た
点
滴

も
、「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
し
お
か
ぜ
」

で
は
夕
方
か
ら
夜
間

の
点
滴
に
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
も
と
、A
さ

ん
は
散
歩
に
も
出
か

け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、み
な
さ
ま
と
の
関

わ
り
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
、生
活
の
視
野

が
広
が
り
ま
し
た
。

1日体験も  できますよ！

〒552-0014 
大阪市港区八幡屋3-5-1
　　  06（4395）3310

グループホームしおかぜ

FAX

お
気
軽
に

お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

一日体験もできます。
ただいま、

空き室があります。

TEL.06-4395-3311入居ご希望の方は…

管理者の萩原光代さん（写真左）
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